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ミクロ経済学（第ミクロ経済学（第ミクロ経済学（第ミクロ経済学（第 13131313 回）回）回）回） 

担当 橋本 悟 

 

（復習） 

１．２生産要素（資本と労働）の等生産量曲線（生産関数） 

 企業は２生産要素（通常は資本と労働）を用いて製品を生産する。 

 

２．２生産要素の費用曲線 

 費用曲線：ＴＣ＝ｒＫ＋ｗＬ   ｒ：資本のレンタル料、Ｋ：資本量、ｗ：賃金率、Ｌ：労働量 

３．費用最小化（２生産要素モデル） 

 等生産量曲線と費用曲線が接するところで費用が最小化される。 

 
Ｏ 

Ｋ（資本） 

Ｌ（労働） 

（費用最小化条件） 

等生産量曲線の接線の傾き＝費用曲線の傾き 

   
ｒ

ｗ
ＭＲＴＳ＝  

ｒ

ｗ
－  

Ｏ 

Ｋ（資本） 

Ｌ（労働） 

費用曲線 

費用曲線を変形する 

 
ｒ

ＴＣ
Ｌ＋

ｒ

ｗ
Ｋ＝－  傾き：

ｒ

ｗ
、切片：

ｒ

ＴＣ
 

 （原点に近いほど費用は小さくなる） 

ｒ

ｗ
－  

Ｏ 

Ｋ（資本） 

Ｌ（労働） 

等生産量曲線 

・等生産量曲線上では生産量は等しい。 

・等生産量曲線は右上ほど生産量が多い。 

・技術的限界代替率（ＭＲＴＳ）とは、ＫとＬ

の代替の比率のこと。 

 （等生産量曲線の接線の傾きになる） 

● 

ＭＲＴＳ 
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（参考） 

（１）等生産量曲線と総費用曲線の接点で費用が最小化される理由 

 

 もしもＥ点でなく、Ｆ点で生産を行った場合、総費用曲線の傾きは
ｒ

ｗ
で一定であるため（ｗもｒも

変化していない）、総費用曲線の傾きは変わらない。したがって切片はＦ点を通る総費用曲線のほうが高

くなる。切片の値は
r

TC
であるため、ｒが一定より、Ｆ点で生産したほうが総費用ＴＣは大きくなる。 

 

（２）要素価格（ｒ、ｗ）が変化したときの費用最小化点の変化について 

 ｒやｗが変化すると総費用曲線の傾きが変わるため、費用最小化点も変化する。 

 

 

Ｑ₁ 

Ｋ（資本） 

Ｌ（労働） 

● Ｅ´ 

● Ｅ 

ｒ

ｗ
 

ｒが下落すると総費用曲線の傾きが大きく

なり費用最小化点は左に動く。 

    ↓ 

つまりｒが安くなったので、資本を多く使用

して、労働を少なくする。 

Ｋ（資本） 

Ｌ（労働） 

ＭＲＴＳ＞
ｒ

ｗ
 

Ｑ₁ 

● Ｆ 

● Ｅ 

r

TC

Ｌ₁ 

Ｋ₁ 
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（費用最小化条件） 

  ＭＲＴＳ＝
ｒ

ｗ
        ＭＲＴＳ＝

Ｋ

Ｌ

ＭＰ

ＭＰ
が成り立つ 

    ↓（変形する） 

  
Ｋ

Ｌ

ＭＰ

ＭＰ
＝

ｒ

ｗ
（費用最小化条件） 

    ↓（さらに変形する） 

  
ｒ

ＭＰ
＝

ｗ

ＭＰ ＫＬ （加重限界生産力均等の法則） 

  （消費者理論の加重限界効用均等の法則と同じ） 

 

 

 資本と労働の限界生産力（限界生産性） 

 資本と労働の限界生産力は生産関数をそれぞれ資本、労働で微分すると求められる。 

 

 資本の限界生産力資本の限界生産力資本の限界生産力資本の限界生産力：資本を1単位増やしたときに、増加する生産量のこと。 

          生産関数を資本Ｋで微分すると求められる。 

           
⊿Ｋ

⊿ｆ（Ｋ，Ｌ）
＝ＭＰＫ     ＭＰＫ：資本の限界生産力 

 労働の限界生産力労働の限界生産力労働の限界生産力労働の限界生産力：労働を１単位増やしたときに、増加する生産量のこと。 

          生産関数を労働Ｌで微分すると求められる。 

           
⊿Ｌ

⊿ｆ（Ｋ，Ｌ）
＝ＭＰＬ     ＭＰＬ：労働の限界生産力 

 技術的限界代替率技術的限界代替率技術的限界代替率技術的限界代替率：資本と労働の限界生産力の比になる。 

           

⊿Ｋ

⊿ｆ（Ｋ，Ｌ）
⊿Ｌ

⊿ｆ（Ｋ，Ｌ）

＝
）Ｐ資本の限界生産力（Ｍ

）Ｐ労働の限界生産力（Ｍ
ＭＲＴＳ＝

Ｋ

Ｌ  

 

 費用最小化条件が成立しても、利潤最大化条件が成立するとは限らないが、双対性アプローチより利

潤最大化と費用最小化は等しいとみなしてよい。 

 

 双対性アプローチ：利潤最大化がなされているとき、その利潤を所与として逆に費用を考えると、そ

のときの費用は最小化されていること。 

 



 - 4 -

（演習問題１） 

 生産要素Ｋ、Ｌを用いて生産物を生産する企業の等生産量曲線Ｑと等費用曲線ＴＣが以下のように示

されている。 

     Ｑ＝ｆ（Ｋ、Ｌ）    Ｑ：生産量、Ｋ：資本量、Ｌ：労働量 

    ＴＣ＝ｒＫ＋ｗＬ     ｒ：資本のレンタル料、ｗ：賃金率 

 

これらに関する記述のうち正しいものに○をつけよ。なお限界代替率は

⊿Ｋ

⊿Ｑ
⊿Ｌ

⊿Ｑ

で表すものとする。 

１（  ）Ｅ₁点では、要素価格で割った限界生産力は等しい。 

２（  ）等生産量曲線上では、限界代替率は一定になる。 

３（  ）限界代替率はＥ₁よりＥ₂の方が大きい。 

４（  ）賃金率が上昇すると、費用最小化点における労働量は増加する。 

５（  ）資本のレンタル料が上昇しても、費用最小化点のおける資本量は変わらない。 

 

 

 

 

Ｏ Ｌ 

Ｋ 

● 

● 

ＴＣ 

Ｑ₁ 

Ｅ₁ 

Ｅ₂ 
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（演習問題２） 

 以下の問いに答えよ。 

１．生産関数とは何か？２生産要素（資本K、労働 L）のモデルをベースに簡潔に答えよ。 

 

 

 

 

２．２生産要素（資本K、労働 L）のモデルをベースに費用関数を定義せよ。 

 

 

 

 

３．資本の限界生産性とは何か？ 

 

 

 

 

４．２生産のモデルを用いて、費用最小化の図を示しながら、費用最小化条件を導出せよ。 
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（参考）１生産要素｛労働｝の生産関数 

１．企業は 1生産要素（通常は労働）を用いて製品を生産する。 

 

２．利潤最大化（図） 

 利潤式（利潤線）を作り、図に書き込む。 

  π＝TR－TC 

  π＝ｐ・ｘ－ｗＬ     ｐ：価格、ｘ：生産量、ｗ：賃金率、Ｌ：労働量 

 これを変形する（図の縦軸がｘなので、ｘ＝ の形にする）。 

    
ｐ

π
Ｌ＋

ｐ

ｗ
ｘ＝   （傾き

ｐ

ｗ
、切片

ｐ

π
となり、ａ点が利潤最大化点の生産量になる） 

 

 切片の部分に利潤πがあるので、切片が最も高くなるa点で利潤が最大化される。つまりL*の労働者

を雇って生産を行ったときに利潤が最大化されることになる。このとき、利潤線と生産関数が接するこ

とになる。 

 

Ｏ 

ｘ（生産量） 

Ｌ（労働） 

利潤線 

生産関数 

ｘ＝ｆ（Ｌ） ● 

ａ 

Ｌ* 

Ｏ 

ｘ（生産量） 

Ｌ（労働） 

生産関数 

ｘ＝ｆ（Ｌ） 

10 

18 

24 
28 

1 2 3 4 
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（１次同次のコブコブコブコブ====ダグラス型生産関数）ダグラス型生産関数）ダグラス型生産関数）ダグラス型生産関数） 

 

     Ｙ＝ＡＫａＬ１－ａ      Ｙ：生産量、Ａ：定数、Ｋ：資本、Ｌ：労働、 

 

 （特徴） 

 ①規模に対して収穫一定①規模に対して収穫一定①規模に対して収穫一定①規模に対して収穫一定：生産規模をλ倍すると、生産量もλ倍になる。 

  生産関数Ｙ＝ＡＫａＬｂ  

   ａ＋ｂ＝１ → 規模に対して収穫不変（費用不変） 

   ａ＋ｂ＞１ → 規模に対して収穫逓増（費用低減） 

   ａ＋ｂ＜１ → 規模に対して収穫逓減（費用逓増） 

          （指数の部分の合計の値によって収穫が異なる） 

 

 ②要素分配率は常に一定②要素分配率は常に一定②要素分配率は常に一定②要素分配率は常に一定    

   資本分配率：ａ（売上から資本家に利潤として分配される部分） 

   労働分配率：１－ａ（売上から労働者に賃金として分配される部分） 

 

 ③代替の弾力性が常に１になる。③代替の弾力性が常に１になる。③代替の弾力性が常に１になる。③代替の弾力性が常に１になる。    

    ＝１

ｒ

ｗ

ｒ

ｗ
⊿

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｌ
⊿

＝
要素価格比の変化率

要素投入比率の変化率
代替の弾力性＝





































 

 

 ④資本と労働の限界生産力は、資本労働比率④資本と労働の限界生産力は、資本労働比率④資本と労働の限界生産力は、資本労働比率④資本と労働の限界生産力は、資本労働比率 








L

K
のののの大きさに依存する。大きさに依存する。大きさに依存する。大きさに依存する。    

   資本の限界生産力：ＭＰＫ＝
１－ａ

１－ａａ－１

Ｋ

Ｌ
＝ＡａＬＫａ＝Ａ

⊿Ｋ

⊿Ｙ








××× ＝Ａａ

a

L

K
−









1

 

            資本を１単位増加させたときに、増加する生産量のこと 

   労働の限界生産力：ＭＰＬ＝
ａ

１－ａ－１ａ

Ｌ

Ｋ
＝Ａ（１－ａ）Ｌ（１－ａ）Ｋ＝Ａ

⊿Ｌ

⊿Ｙ








×××  

            労働を１単位増加させたときに、増加する生産量のこと 
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（演習問題３） 

 労働のみで生産物を生産するある企業の生産関数が、以下のように示されている。 

     Ｑ＝ｆ（Ｌ）    Ｑ：生産量、Ｌ：労働量 

 この企業が完全競争のもとで行動するとき、次のうち正しいものには○を誤っているものには×をつ

けなさい。ただし図の直線ＡおよびＢの傾きは
ｐ

ｗ
（ｗ：賃金率、ｐ：生産物の価格）であり、ｂ点に

おいては曲線の接線の傾きが最大、ｃ点では直線 Aと接しているものとする。 

 

１（  ）この企業の利潤はａ点で最大になる。 

２（  ）この企業の利潤はｂ点でゼロになる。 

３（  ）この企業の総収入はｂ点で最大になる。 

４（  ）ａ点における限界生産性は
1

Ｌ

Ｑ１
で表される。 

５（  ）ｃ点における利潤はｐ×Ｑ₃で表される。 

 

 

Ｏ 

Ｑ＝ｆ（Ｌ） 
Ａ 

ま 

ｃ 

● ｂ 

● 

a 

B 
Ｑ₂ 

Ｑ₁ 

Ｌ（労働） 

Ｑ（生産量） 

Ｑ₃ 

L1 


